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黒毛和種における繁殖効率の向上に貢献する

発情同期化技術

　

 黒毛和種の繁殖農家では、母牛に早く次の子

牛を産ませるため、分娩後できるだけ早く妊

娠しやすい時期（授精適期）に人工授精を行

うことが重要です。その目安となるのが「発

情」であり、発情のタイミングを正確にとら

えることが繁殖効率の向上につながります。

発情をコントロールし、とらえやすくする技

術として、「発情同期化技術」があります。

これはホルモン剤を投与することで希望する

日に発情を誘起できる技術であり、元々は複

数の牛に同時に発情を起こさせることを目的

として開発されたため、同期化技術と呼ばれ

ています。

　牛における発情同期化技術は、これまでも

研究が行われており、様々な方法が提案され

ています。その一つに、膣内留置型黄体ホル

モン製剤（CIDR）を12-15日間、繁殖雌牛の膣

内に留置する方法があります。この方法は手

技が比較的簡便で現場でも導入が容易である

という利点があります。しかし、所内試験の

黒毛和種繁殖農家における
発情コントロールの重要性

これまでの発情同期化技術

（ほうじょう　たくお）

スピード感のある研究開発の

必要性を考える
暖地畜産研究領域　

法上　拓生

農研機構九州沖縄農業研究センター暖地水田輪作研究領域長

大段　秀記（おおだん　ひでき）

 「スピード感をもって取り組む」とはよく聞く

言葉です。スピード感をもって取り組まないと

いけない場合とは、競争が非常に激しく、早く

成果を出さないと他者の成果により、想定され

た利益を喪失してしまう場合や早く成果を出さ

ないと事態が悪い方向に向かっていく場合等が

考えられます。我々が行っている農業技術開発

は、まさにスピード感をもって取り組まないと

いけない分野であると最近強く感じています。

　最近の枕詞のようになっている「農家数の減

少」と「極端な気候変動」は我が国の農業に突

き付けられている非常に大きな問題と思いま

す。ですが、この問題はここ数年に起き始めた

現象ではありません。農家数は1960年頃から一

貫して減っていますし、農家数減少の問題は以

前から言われていたと思います。気候変動につ

いては、一昨年に「地球沸騰化」という言葉が

使われましたが、温暖化は一昨年から始まった

訳ではなく、1995年から国連気候変動枠組条約

締約国会議（COP）が開催されており、気候変

動の問題は以前から議論されています。

　では、以前はスピード感をもたずに研究開発

が行われなかったのかというと、そんなことは

なく、ずっと「スピード感をもった」研究開発

は行われてきたと思います。ただ、以前の「ス

ピード感」と今の「スピード感」が異なってい

るのではないかと思います。たとえば品種育成

は10年以上かかります。どんなに良い品種であ

っても、品種になってから広く普及するまでに

5年はかかるでしょう。現時点の「問題」に対

応する新しい品種開発を一から始めたとすれ

ば、それが普及するのは15年後、果たして15年

後の「問題」は今と同じでしょうか？おそら

く、出来上がった品種では十分な対応ができな

いほど「問題」は大きくなっており、その時点

の問題とのズレが生じている可能性が高いと思

います。品種開発だけでなく技術開発でも同じ

ことが言えます。おそらく、30年前ではそこま

で大きなズレは生じなかったのではないでしょ

うか。

　私は1999年に農林水産省に採用されて、当時

の九州農業試験場（今の九州沖縄農業研究セン

ター）に配属されました。その頃は農家の方と

話をすると、「試験場さんの研究は20年先を行

っていて、今の俺らには必要ないかな」とよく

言われ、農家の方から危機感もあまり感じませ

んでした。しかし、今、農家の方たちと話をす

ると「それは購入できるのか、いつ市販化され

るんだ、どこで購入できるのか」といった声を

聞くことが多くなり、中には「もっと速く作業

ができないのか、もっと収量の多い品種はない

のか」などの声も聞くようになりました。

　現在の我々の研究成果は、ちょうど農家の

方々のニーズに合ったものになっているのかも

しれません。しかし、農業現場の変化や気候変

動のスピードがあまりにも速く、将来的に我々

の研究開発がそれに対応できなくなるのではな

いかと危惧しています。次年度（2026年度）

からは第6期中長期計画が始まるので、次期中

課題の研究課題を考える必要があります。今

の問題を解決するのではなく、5年後に起きて

いるであろう問題を想定し、それを5年間で解

決する「スピード感」が求められます。

結果、いくつかの課題があることが明らかと

なりました。具体的には、前回の発情から5日

以内に開始すると同期化効果が低下するこ

と、留置期間が長いこと、さらにCIDRの留置

終了から発情までの日数がばらつく傾向にあ

ること等が挙げられます。

　そこで私たちは、これらの課題を克服する

ことを目的に、新たな発情同期化プロトコル

の開発に取り組みました。その結果、前述の

CIDRを5日間留置後、プロスタグランジン

（PG）という製剤を注射することで、実用性

の高い技術を確立することができました。こ

の方法では、前回の発情から2日以降であれば

いつからでも処置を開始でき、CIDRの留置期

間が短く、処置後の発情日にもばらつきが少

ないといった特徴があります。さらに操作が

簡便で再現性が高いため、繁殖現場で導入し

やすく、繁殖効率の向上に寄与することが期

待されます。今後は、この技術を活用したよ

り効率的な繁殖管理システムの構築を目指し、

さらなる検証と改良を進めていく予定です。

新たな発情同期化技術の開発と

今後の展望

▲図　従来法ならびに新同期化技術の効果の比較

1) 発情発現率 ： 処置完了 （従来法 ： CIDR 摘出、 新技術 ： CIDR 摘出および PG 注射） から 4 日以内に発情が発現した割合
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んでした。しかし、今、農家の方たちと話をす

ると「それは購入できるのか、いつ市販化され

るんだ、どこで購入できるのか」といった声を

聞くことが多くなり、中には「もっと速く作業

ができないのか、もっと収量の多い品種はない

のか」などの声も聞くようになりました。

　現在の我々の研究成果は、ちょうど農家の

方々のニーズに合ったものになっているのかも

しれません。しかし、農業現場の変化や気候変

動のスピードがあまりにも速く、将来的に我々

の研究開発がそれに対応できなくなるのではな

いかと危惧しています。次年度（2026年度）

からは第6期中長期計画が始まるので、次期中

課題の研究課題を考える必要があります。今

の問題を解決するのではなく、5年後に起きて

いるであろう問題を想定し、それを5年間で解

決する「スピード感」が求められます。

結果、いくつかの課題があることが明らかと

なりました。具体的には、前回の発情から5日

以内に開始すると同期化効果が低下するこ

と、留置期間が長いこと、さらにCIDRの留置

終了から発情までの日数がばらつく傾向にあ

ること等が挙げられます。

　そこで私たちは、これらの課題を克服する

ことを目的に、新たな発情同期化プロトコル

の開発に取り組みました。その結果、前述の

CIDRを5日間留置後、プロスタグランジン

（PG）という製剤を注射することで、実用性

の高い技術を確立することができました。こ

の方法では、前回の発情から2日以降であれば

いつからでも処置を開始でき、CIDRの留置期

間が短く、処置後の発情日にもばらつきが少

ないといった特徴があります。さらに操作が

簡便で再現性が高いため、繁殖現場で導入し

やすく、繁殖効率の向上に寄与することが期

待されます。今後は、この技術を活用したよ

り効率的な繁殖管理システムの構築を目指し、

さらなる検証と改良を進めていく予定です。

新たな発情同期化技術の開発と

今後の展望

▲図　従来法ならびに新同期化技術の効果の比較

1) 発情発現率 ： 処置完了 （従来法 ： CIDR 摘出、 新技術 ： CIDR 摘出および PG 注射） から 4 日以内に発情が発現した割合
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　「堅しろう」は早生で、九州地域の一般品種

「さがほのか」より開花始めが7日早く、収穫

始めは9日早い11月27日前後で、夏秋期が高温

であっても年内の安定出荷が可能です。4月ま

での栽培期間を通じた収量は「さがほのか」と

同程度になります。

「堅しろう」は甘い品種で、果実の糖度が「さ

がほのか」や「かおり野」と比べて高いです。

また、「さがほのか」や「かおり野」より果実

が硬く、日持ち性に優れ、長距離輸送が可能で

す。

　特徴である果実の硬さを表す「堅（けん）」

と4つの共同育成機関にちなんだ「し（4）」を

組み合わせて「堅しろう」と命名し、2024年に

品種登録出願しました。地域の公設農業試験場

と共同で育成された品種ですが、利用許諾先や

国内栽培地域の制限はありません。複数の地域

で選抜されたため、暖地～温暖地での広域的な

普及が期待され、2024年秋から鳥取県内におい

て栽培が始まりました。将来的には中国・九州

地域を中心に30haの普及を目指しています。今

後も、将来の気候変動に適応できるよう、高品

質な早生新品種の育成を進めていく予定です。

早生・高糖度で果実が硬いイチゴ新品種

「堅しろう」

研究の背景と育成の経緯
　冬から春にかけて出荷されるイチゴ促成栽

培では、近年の夏秋期の高温化によって、育

苗中の花芽の分化が遅れ、クリスマスシーズ

ンを含む年内出荷が不安定となっています。

その対策として早生品種の導入が効果的です

が、生産現場では早生性に加えて、食味や輸

送に耐える果実の硬さなど優れた果実品質も

必要とされます。そこで、九沖研では、2016

年度から複数の県と共同育種を開始し、早生

で果実品質が優れるイチゴ新品種の育成を目

指しました。

　「堅しろう」は、早生品種「かおり野」と

多収品種「章姫」を交配した育成中の系統を

父に、果実品質に優れる鳥取県育成品種「と 

っておき」を母とした人工交配を2016年に行

い、複数の地域にある研究機関での共同選抜

を経て有望系統として選ばれました。

品種名の由来と今後の普及の見込み 

▲図　「堅しろう」の果実

暖地畑作物野菜研究領域

藤田　敏郎 （ふじた　としろう）

新品種「堅しろう」の特徴

　主食用米の国内需要量は、近年10万トン/年

のペースで減少しています。このような傾向

の中で、わが国の食糧生産の基盤である水田

を守るために、コメの利用の多角化（新規需

要米：米粉用・飼料用等）が図られてきまし

た。

　新規需要米の生産にあたっては、外国稲な

どから多収性を導入した品種が「多収品種」

として選定され、その作付けが推進されてい

ます。「多収品種」は一般品種より収量性が

高いため、収量当たりの生産コストが低減で

きます。その一方で、肥料の過度な投入によ

り、病虫害や倒伏の発生が増加することが知

られており、収量の減少や病虫害防除コスト

の増加、作業効率の低下が問題となることが

あります。そこで、2023年に、耐病性が優

れ、倒れにくい多収の新品種「あきいいな」

を育成しました。

暖地水田輪作研究領域

（現所属　作物研究部門）　

黒木　慎

耐病性が優れ、倒れにくい、安定生産が可能な

新規需要米向き新品種「あきいいな」

はじめに 「あきいいな」の特性

（くろき　まこと）

　水稲の主要な病害である、いもち病に対す

る「あきいいな」のほ場抵抗性は、葉いもち

“かなり強”、穂いもち“やや強”です

（表）。また、縞葉枯病には“抵抗性”で

す。耐倒伏性は“やや強”です (表)。

　多肥条件における粗玄米重は669kg/10aで、

九州の主要な主食用米品種である「ヒノヒカ

リ」より約20％多いです（表）。

　九州北部において普通期栽培をした場合、

出穂期、成熟期は「ヒノヒカリ」とほぼ同様

のため、「ヒノヒカリ」と同じく温暖地の平

坦部および暖地での栽培に適しています。

　「あきいいな」は、2024年産から「多収品

種」に選定され、飼料用米生産に利用する際

には、一般品種よりも手厚い助成が受けられ

ます。2024年産から山口県内で普及が始まっ

ているほか、関東～九州の6県8カ所で奨励品

種決定調査に供試されており、さらなる普及

拡大が期待されます。

「あきいいな」の普及に向けて 

▲

表  移植栽培における品種特性の比較

▲図　「あきいいな」の株標本

注）左から「あきいいな」，

「ホシオアバ」，「ヒノヒカリ」
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　冬から春にかけて出荷されるイチゴ促成栽

培では、近年の夏秋期の高温化によって、育

苗中の花芽の分化が遅れ、クリスマスシーズ

ンを含む年内出荷が不安定となっています。

その対策として早生品種の導入が効果的です

が、生産現場では早生性に加えて、食味や輸

送に耐える果実の硬さなど優れた果実品質も

必要とされます。そこで、九沖研では、2016

年度から複数の県と共同育種を開始し、早生

で果実品質が優れるイチゴ新品種の育成を目

指しました。

　「堅しろう」は、早生品種「かおり野」と

多収品種「章姫」を交配した育成中の系統を

母に、果実品質に優れる鳥取県育成品種「と

っておき」を父とした人工交配を2016年に行

い、複数の地域にある研究機関での共同選抜

を経て有望系統として選ばれました。

　「堅しろう」は早生で、九州地域の一般品種

「さがほのか」より開花始めが7日早く、収穫

始めは9日早い11月27日前後で、夏秋期が高温

であっても年内の安定出荷が可能です。4月ま

での栽培期間を通じた収量は「さがほのか」と

同程度になります。

「堅しろう」は甘い品種で、果実の糖度が「さ

がほのか」や「かおり野」と比べて高いです。

また、「さがほのか」や「かおり野」より果実

が硬く、日持ち性に優れ、長距離輸送が可能で

す。

　特徴である果実の硬さを表す「堅（けん）」

と4つの共同育成機関にちなんだ「し（4）」を

組み合わせて「堅しろう」と命名し、2024年に

品種登録出願しました。地域の公設農業試験場

と共同で育成された品種ですが、利用許諾先や

国内栽培地域の制限はありません。複数の地域

で選抜されたため、暖地～温暖地での広域的な

普及が期待され、2024年秋から鳥取県内におい

て栽培が始まりました。将来的には中国・九州

地域を中心に30haの普及を目指しています。今

後も、将来の気候変動に適応できるよう、高品

質な早生新品種の育成を進めていく予定です。

早生・高糖度で果実が硬いイチゴ新品種

「堅しろう」

研究の背景と育成の経緯

品種名の由来と今後の普及の見込み 

▲図　「堅しろう」の果実

暖地畑作物野菜研究領域

藤田　敏郎 （ふじた　としろう）

新品種「堅しろう」の特徴

　主食用米の国内需要量は、近年10万トン/年

のペースで減少しています。このような傾向

の中で、わが国の食糧生産の基盤である水田

を守るために、コメの利用の多角化（新規需

要米：米粉用・飼料用等）が図られてきまし

た。

　新規需要米の生産にあたっては、外国稲な

どから多収性を導入した品種が「多収品種」

として選定され、その作付けが推進されてい

ます。「多収品種」は一般品種より収量性が

高いため、収量当たりの生産コストが低減で

きます。その一方で、肥料の過度な投入によ

り、病虫害や倒伏の発生が増加することが知

られており、収量の減少や病虫害防除コスト

の増加、作業効率の低下が問題となることが

あります。そこで、2023年に、耐病性が優

れ、倒れにくい多収の新品種「あきいいな」

を育成しました。
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報告
　2025年（令和7年）4月7日に、九州沖縄農業研究

センター筑後・久留米研究拠点（久留米）にて農

業技術研修生の入所式が行われ、3名が入所しまし

た。農研機構には、園芸や茶業などの業務に就き

たい方に向けて2年間研修を行う「農業技術研修制

度」があります。筑後・久留米拠点（久留米）に

おいては、施設野菜またはイチゴのコースを学べ

ます。

　本制度について、オープンキャンパスを7月30日

に実施予定です。開催日以外でも、お気軽にご相

談ください。詳細は、ホームページからもご覧い

ただけます。

（https://www.naro.go.jp/laboratory/karc/yo-

ken/index.html）

農研機構セミナー「スマート農業エコシステムの
実現」の講演会の開催（トーマス・コフリン博士）

安全衛生管理室を担当して

令和7年度農業技術研修生が入所

　私は1985年に、当時九州農業試験場の本所のあ

った福岡県筑後市で採用になりました。独身寮に

入りましたが、多くの先輩たちに可愛がっていた

だき、とても楽しく社会人生活を始めることがで

きました。

　採用後は、熊本県の西合志町（今の合志市）、

植木町（旧蚕糸試験場）、西合志町と異動にな

り、1994年に多くの農林水産省所管の研究機関が

集まるつくば市へ異動しました。その後はずっと

つくば勤務でしたが、2023年4月に29年ぶりに九州

へ戻ってまいりました。

 私はこれまで主に調達や施設管理、資産管理など

の会計関係の業務を担当しており、安全衛生管理

や化学物質管理などの業務からは縁遠い生活を送

っておりましたが、安全衛生管理室長となり、衛

生管理者の資格を持つ先輩や勉強熱心な室員とと

もに安全衛生委員会の運営、職場巡視、化学物質

の適正な管理などに取り組んでいるところです。

　この仕事を担当して、これまで安全衛生のこと

を意識することなく仕事をしてこられたのは、

様々な業務に携わる職員の方が日頃から安全に対

する意識を高く持ち、労働災害が起こらないよう

安全を優先に仕事をしているからだということが

改めて認識できました。

九州に戻ってきました

安全衛生管理室長になって

 今後は、職場巡視などを通じて危険個所をなくし

ていくこと、他の事業場で発生した労働災害の発

生原因や具体的かつ効果的な対策を取りまとめ全

職員に注意喚起していくこと、職員の不安全行動

が原因で発生する労災がなくなるよう、朝礼や作

業開始前ミーティングにおける「声出し確認」、

「安全標語の復唱」や「声掛け運動（ご安全

に！）」等に取り組むとともに、安全作業手順書

に即した作業や安全行動により、職場全体が適度

な緊張感を維持し、事業場における労働災害ゼロ

を実現できるよう、取り組んでまいります。

　また、今年6月に労働安全衛生規則が改正され、

熱中症対策が強化されたことから、夏季における

熱中症予防にも注力していきたいと考えておりま

す。

安全衛生管理室長

小野　任博（おの　たかひろ）

▲入所式にて「宣誓」を行う新入研修生

▲講演会の様子（登壇者：トーマス・コフリン博士）

労働災害の未然防止に向けて

▲安全衛生委員会を開催している様子

　2025年（令和7年）4月22日に、九州沖縄農業研究

センター合志研究拠点にて、IEEE（Institute of 

Electrical and Electronics Engineers）前会長で

あるトーマス・コフリン博士をお迎えし、「スマート

農業エコシステムの実現」をテーマにご講演いただ

きました。熊本県を中心に50名以上の方々が参加さ

れ、農研機構の久間理事長も会場で参加しました。

　IEEEは電気・電子・情報工学分野の技術者によ

る世界最大の専門家組織であり、近年ではスマート

農業に関する議論も活発に行われています。コフリ

ン博士はデジタル・ストレージ研究の世界的権威

であり、その専門的な視点から食料安全保障や農

業分野におけるデジタル化などIEEEのスマート農

業に関する戦略についてのお話をいただきました。

 講演では、IEEEの概要やスマート農業に対する

ビジョン、食品殺菌技術、食品廃棄物削減のための

包装、食品の品質と安全性に基づいたリアルタイム

センシング、などの農業食品サプライチェーンにお

けるIoT接続についてのお話しがありました。ま

た、現在準備中のスマート農業を専門に扱うウェブ

サイトでは、大規模農家や産業界などのユーザー

が興味を持ちそうなスマート農業関連の論文やそ

の他コンテンツを掲載予定で、「IEEEはスマート農

業の議論を急速に進めており、スマート農業に関す

る活動拡大のため、農研機構などの関係者と連携

していきたい。」とのご発言がありました。合わせ

て、IEEE規格協会では、農業や食品の安全性や品

質、物流等に関する規格を標準化するための活動

を行っているとのことです。

 現在、農研機構とIEEEは、青果物の鮮度センシン

グに関する国際標準の策定などで協業しており、今

後もスマート農業を含めて、連携を深めていきます。
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